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素材の
マエストロ

ファッションデザイナーのロベルト・カプッチは、 

そのキャリアの最初期から、自身の作品に人々の注目を 

引き寄せる術を心得ていた。ドレープやシルエット、 

そして色彩を巧みに使いこなす彼の先見性溢れる創作は、 

既成概念を超越している。常に高い評価を博してきた 

象徴的な作品群には、生地の特性を存分に生かした、 

カプッチならではの手法が、ちりばめられている。

文   ソフィア・ニョーリ 

写真   カルメン・コロンボ
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［前見開きページ］

ドレス「ブーゲンビリア

（Bougainvillea）」（1989年 
制作）。プリーツ加工を施した 
シルクタフタによる渦巻きの 
造形が、作品名となった花の 
ごとく、体を包んで咲き誇る。

［当ページ］

（上）1987年に制作された
無題のドレス。プリーツ加工の

シルクタフタで襞襟を模した

フリルは、ビスコース

ベルベットのスカートと一体に

なっている。

（下）1995年のヴェネツィア・
ビエンナーレは、いち早く

カプッチを芸術家として認識

した。彼は同展に招待された

初のクチュリエだ。「碧玉

（Diaspro）」は、この美術展の
ためにデザインされた作品で、

ビスコースベルベットと

玉虫色に輝くシルクタフタで

つくられている。

［次ページ］

渡り鳥の色彩と動きに着想を

得た「扇 （Ventagli）」（1980年
制作）。両側に施されたシルク

タフタの扇状の装飾は、 
着用者の手で開閉できる。

  

﹁
着
飾
る
こ
と
は
儀
式
で
あ
り
、
魔
法
の
行
為
な
の

で
す
﹂
と
、
ロ
ベ
ル
ト
・
カ
プ
ッ
チ
は
断
言
す
る
。
こ
の

芸
術
家
で
も
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、1
9
5
0
年
の
デ

ビ
ュ
ー
以
来
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
に
革
命
を
も
た
ら
し
、

崇
拝
さ
れ
て
き
た
。﹁
で
き
る
こ
と
な
ら
、﹃
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
﹄
と
い
う
言
葉
を
排
除
し
た
い
の
で
す
﹂
と
彼

は
言
う
。﹁
流
行
を
追
う
こ
と
自
体
、
す
で
に
時
代
遅

れ
﹂
と
考
え
る
彼
が
創
り
出
す
、
扇
子
や
花
び
ら
、
ま

た
翼
や
巻
物
を
思
わ
せ
る
幻
想
的
な
衣
装
は
、
確
か

に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
超
越
し
た
存
在
だ
。

  

﹁
私
に
と
っ
て
デ
ザ
イ
ン
は
呼
吸
の
よ
う
な
も
の
で

す
﹂
と
カ
プ
ッ
チ
は
言
う
。95
歳
と
な
っ
た
今
も
、
彼

は
毎
朝
デ
ザ
イ
ン
を
続
け
て
い
る
。
75
年
に
及
ぶ
長

い
︵
そ
し
て
現
在
も
更
新
中
の
︶
キ
ャ
リ
ア
の
な
か
で
、

カ
プ
ッ
チ
は
信
念
を
貫
き
、
創
造
的
自
由
と
い
う
贅
沢

を
自
ら
に
許
し
て
き
た
。﹁
大
切
な
の
は
、
自
分
の
本

質
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
産
業
と
職
種

に
、
多
く
の
優
れ
た
知
性
と
素
晴
ら
し
い
人
々
が
必
要

で
す
。
そ
れ
が
叶
っ
て
初
め
て
、
美
の
炎
が
感
じ
取

れ
る
の
で
す
﹂
と
、
彼
は
強
く
主
張
す
る
。

 

ス
ペ
イ
ン
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ク
リ
ス
ト

バ
ル
・
バ
レ
ン
シ
ア
ガ
と
同
様
に
、
カ
プ
ッ
チ
は
不
世
出

の
建
築
家
的
ク
チ
ュ
リ
エ
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
写
真

家
セ
シ
ル
・
ビ
ー
ト
ン
が
1
9
5
4
年
に
著
し
た
﹃
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
鏡
﹄
の
な
か
で
バ
レ
ン
シ
ア
ガ
に
つ
い
て
述

べ
た
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
カ
プ
ッ
チ
に
も
当
て
は
ま
る
。

つ
ま
り
、﹁
い
か
な
る
集
団
に
も
属
さ
ず
、
誰
の
顔
色

も
う
か
が
わ
ず
自
分
の
意
志
を
貫
き
、
自
身
や
そ
の

才
能
を
商
業
化
す
る
こ
と
を
断
固
と
し
て
拒
み
、
季

節
ご
と
の
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示

す
こ
と
な
く
、
独
自
の
価
値
の
創
造
を
追
求
し
、
現

代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
精
通
し
た
人
々
や
、
そ
の
類
ま
れ

な
才
能
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
る
人
々
か
ら
尊
敬
と

称
賛
、
そ
し
て
支
持
を
集
め
て
い
る
﹂
の
だ
。

 

ロ
ベ
ル
ト
・
カ
プ
ッ
チ
は
1
9
3
0
年
12
月
2
日
、
イ

タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
で
生
ま
れ
た
。
ロ
ー
マ
美
術
ア
カ
デ

ミ
ー
で
学
び
、
卒
業
後
、
彼
の
初
期
の
ス
ケ
ッ
チ
を
見

た
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
マ
リ
ア
・
フ
ォ
ス
キ
ー

ニ
に
勧
め
ら
れ
、1
9
5
0
年
、
カ
プ
ッ
チ
は
弱
冠
20
歳

で
ロ
ー
マ
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
通
り
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
る
。

 

翌
1
9
5
1
年
7
月
、
カ
プ
ッ
チ
は
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ジ
ョ
ル
ジ
ー
ニ
が
主
催
す
る
イ
タ
リ

ア
・
ハ
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
に
参
加
し
、
国
際
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
ジ
ョ
ル
ジ
ー
ニ
が
主
導
し
た
、
イ

タ
リ
ア
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
の
紹
介
は
、
こ
の
国

独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
そ
れ
を
世
界
中
の
バ
イ

ヤ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
に
広
く
周
知
す
る
う
え
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
カ
プ
ッ
チ
は
若
過
ぎ
て
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
公
式
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が

︵
実
際
、
そ
の
若
さ
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
な
り
か
ね
ず
、

ほ
か
の
ク
チ
ュ
リ
エ
の
参
加
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
っ
た
︶、
ジ
ョ
ル
ジ
ー
ニ
の
妻
と
娘
た
ち
が
着

る
ド
レ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ

ら
は
大
き
な
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。﹁
そ
の
反

響
は
爆
発
的
で
し
た
…
…
。︵
そ
れ
は
︶
全
く
思
い
も

し
な
か
っ
た
こ
と
で
…
…
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
大

き
な
成
功
と
な
り
、
熱
烈
な
記
事
が
書
か
れ
、
ア
メ
リ

カ
の
︵
高
級
︶
デ
パ
ー
ト
か
ら
注
文
が
殺
到
し
た
の
で

す
﹂
と
打
ち
明
け
て
い
る
。

 

1
9
5
2
年
以
降
、
カ
プ
ッ
チ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ピ
ッW
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（上）プリーツ加工のシルク

タフタのドレス（1985年制作）。
（下、左から右へ）起業家、

ジョヴァンニ・バッティスタ・

ジョルジーニ創設のイタリア・

ハイファッション・ショーの

50周年記念「ジョルジーニへの 
オマージュ（Omaggio a 
Giorgini）」（2001年制作）／ 
見る角度によって色が変わる 
ドレスのスカート（1992年制作）。
光沢のあるシルクタフタ製／

「線（Linee）」（2007年制作）。 
ヘリンボーン柄に重ねた色彩 
豊かなシルクタフタのなかでも 
ピンクの色みが際立っている。

テ
ィ
宮
殿
で
開
催
さ
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー

の
正
式
な
参
加
者
と
な
っ
た
。
初
期
の
デ
ザ
イ
ン

に
は
、
実
験
へ
の
情
熱
と
幾
何
学
的
な
形
状
や
複

雑
な
量
感
へ
の
嗜
好
が
見
て
取
れ
る
。1
9
5
1
年

か
ら
1
9
5
6
年
に
か
け
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、 

ピ
ュ
ア
な
ラ
イ
ン
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
付
け
た
ニ
ュ

ア
ン
ス
カ
ラ
ー
の
使
い
方
が
際
立
っ
て
い
た
が
、

1
9
5
6
年
以
降
は
プ
リ
ー
ツ
や
ド
レ
ー
プ
、
折
り

目
の
幾
何
学
的
な
効
果
と
い
っ
た
装
飾
的
な
モ

チ
ー
フ
を
取
り
入
れ
、
ま
す
ま
す
複
雑
な
フ
ォ
ル
ム

を
追
求
す
る
よ
う
に
な
る
。

 

カ
プ
ッ
チ
は
、
各
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
、
芸
術
作

品
や
音
楽
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
形
か
ら
着
想
を

得
て
い
る
。1
0
0
着
か
ら
1
5
0
着
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
場
合
、
最
初
に
描
く
ス
ケ
ッ
チ
は
8
0
0
枚

か
ら
時
に
は
1
0
0
0
枚
に
も
及
ぶ
が
、
そ
れ
ら
は

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
呼
び
起
こ
す
イ
メ
ー
ジ
や

感
情
か
ら
生
ま
れ
る
。
ス
ケ
ッ
チ
が
完
成
す
る
と
、

裁
断
士
た
ち
が
試
作
品
を
作
成
す
る
。
カ
プ
ッ
チ

は
こ
の
段
階
で
色
を
考
え
始
め
る
。
縦
糸
と
横
糸

を
対
照
的
な
色
合
い
に
し
た
り
、
同
系
色
で
も
数

百
種
類
の
明
暗
を
使
い
分
け
た
り
す
る
こ
と
で
、

思
い
が
け
な
い
組
み
合
わ
せ
を
も
た
ら
す
の
だ
。

 

彼
が
生
み
出
す
夢
想
的
な
シ
ル
ク
の
彫
刻
は
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
リ
ー
タ
・
レ
ー
ヴ
ィ-

モ
ン
タ

ル
チ
ー
ニ
か
ら
、
グ
ロ
リ
ア
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
、
エ
ス
タ
ー
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
い
っ
た
映
画
ス
タ
ー
ま
で
、
多
く

の
女
性
を
包
み
込
ん
で
き
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
た

め
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
彼
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
﹁
9

枚
の
ス
カ
ー
ト
︵N

ove G
on

ne

︶﹂︵
写
真
36
ペ
ー

ジ
︶
は
、9
層
の
非
対
称
な
テ
ィ
ア
ー
ド
ス
カ
ー
ト

か
ら
な
る
ド
レ
ス
で
、﹁
水
面
に
投
げ
込
ま
れ
た
小

石
が
つ
く
る
同
心
円
﹂
か
ら
着
想
を
得
た
と
い
う
。

 

カ
プ
ッ
チ
の
も
う
ひ
と
つ
の
代
表
作
、﹁
ボ
ッ
ク

ス
ラ
イ
ン
︵Linea a Scatola

︶﹂︵
1
9
5
8
年
制
作
︶

の
シ
ル
エ
ッ
ト
も
彼
の
独
創
性
を
表
し
て
い
る
。
カ

プ
ッ
チ
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
フ
ェ
ミ
ニ
ン
な

ジ
ョ
リ
ー
・
マ
ダ
ム
︵
素
敵
な
奥
様
︶
風
の
ス
タ
イ
ル

と
は
対
照
的
な
こ
の
フ
ォ
ル
ム
で
、
ア
メ
リ
カ
、
ボ
ス

ト
ン
の
老
舗
百
貨
店
主
催
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
カ
プ
ッ
チ
は
、﹁
あ
る
種
ラ
フ
ァ

エ
ル
前
派
的
な
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
念
を
シ

ン
プ
ル
な
チ
ュ
ニ
ッ
ク
、
粗
く
ご
わ
ご
わ
し
た
生
地
、

ミ
シ
ン
で
は
な
く
手
縫
い
で
表
現
し
、
洗
練
さ
れ
た

も
の
や
人
工
的
な
も
の
を
一
切
排
除
し
た
、
ノ
ー

カプッチは何ものにもとらわれることなく、自由にデザインする贅沢を自らに許した。

「オセアニア（Oceano）」は
1998年の作品。イタリア
外務省の依頼で、「海、未来への

遺産」をテーマにリスボンで

開催された国際博覧会のために

制作した。柔らかな

グラデーションは、日光の

下では白く見え、遠くからは

暗く見える海の多彩な色合いに

着想を得たという。
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1956年制作「9枚のスカート」は、
カーマインレッドのシルク

タフタで造形された細身の

ドレス。層状に重ねられた

スカートは、水面に投げ込まれた

小石がつくる同心円状の

波紋から着想を得ている。

メ
イ
ク
の
モ
デ
ル
に
着
せ
ま
し
た
﹂
と
解
説
し
て
い
る
。

 

1
9
6
1
年
、
カ
プ
ッ
チ
は
パ
リ
に
進
出
す
る
こ
と

を
決
め
る
。
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
オ
リ
ア
ー

ナ
・
フ
ァ
ラ
ー
チ
は
﹁
レ
ウ
ロ
ペ
オ
﹂
誌
で
、
ロ
ー
マ
を

去
る
カ
プ
ッ
チ
の
こ
と
を
﹁
ハ
サ
ミ
を
持
っ
た
裏
切
り

者
﹂
と
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
カ
プ
ッ
チ
は
こ
う
し
た
批

判
に
も
ひ
る
ま
な
か
っ
た
。
居
を
移
し
た
彼
は
、
蓄

光
素
材
を
使
っ
た
光
る
ロ
ザ
リ
オ
や
、
透
明
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
覆
わ
れ
、
プ
レ
キ
シ
ガ
ラ
ス
で
装
飾
さ
れ
た

未
来
的
な
衣
装
な
ど
、
新
た
な
素
材
を
用
い
た
実
験

的
な
作
品
に
取
り
組
ん
だ
。

 

1
9
6
8
年
、
カ
プ
ッ
チ
は
パ
リ
の
ア
ト
リ
エ
を
閉
じ
、

ロ
ー
マ
に
戻
る
。
そ
ん
な
時
、
イ
タ
リ
ア
の
映
画
監
督

ピ
エ
ル
・
パ
オ
ロ
・
パ
ゾ
リ
ー
ニ
か
ら
、
映
画
﹁
テ
オ
レ

マ
﹂
に
出
演
す
る
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
・
マ
ン
ガ
ー
ノ
の
衣
装

デ
ザ
イ
ン
の
依
頼
が
舞
い
込
み
、
カ
プ
ッ
チ
は
こ
の
仕

事
に
没
頭
し
た
。﹁
彼
女
に
衣
装
を
着
せ
る
の
は
素
晴

ら
し
い
体
験
で
し
た
。
生
ま
れ
持
っ
た
気
品
が
あ
っ
て
、

ど
ん
な
に
難
し
い
服
で
も
、
こ
と
も
な
げ
に
着
こ
な
し

て
し
ま
う
の
で
す
﹂。

 

1
9
7
0
年
代
に
入
る
と
、
カ
プ
ッ
チ
は
ロ
ー
プ
や

ラ
フ
ィ
ア
、
麦
わ
ら
と
い
っ
た
一
風
変
わ
っ
た
素
材
を

使
っ
て
実
験
を
続
け
た
。1
9
8
2
年
に
は
、
さ
ら
な
る

自
由
を
求
め
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
か
ら
距
離
を
置

く
こ
と
を
決
意
す
る
。
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
贅
沢
を
自
ら
に
許
し
、

芸
術
性
の
探
求
に
没
頭
し
、
成
功
よ
り
創
造
性
を
優

先
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
の
作
品
は
ま
す
ま
す
夢

の
よ
う
な
幻
想
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

時
期
か
ら
以
後
40
年
以
上
に
わ
た
り
、
カ
プ
ッ
チ
は
舞

台
衣
装
の
制
作
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
1
9
8
6
年
に

ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
で
上
演
さ
れ
た
ベ
ッ
リ
ー
ニ
の
﹁
ノ
ル
マ
﹂

に
登
場
す
る
12
人
の
巫
女
や
、2
0
2
0
年
に
ジ
ェ
ノ

ヴ
ァ
で
上
演
さ
れ
た
ダ
ニ
エ
レ
・
チ
プ
リ
ア
ー
ニ
企
画
・

監
修
の
舞
台
﹁
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
、
カ
プ
ッ
チ
の

創
造
物
﹂
で
、
変
容
す
る
主
人
公
た
ち
の
衣
装
デ
ザ
イ

ン
な
ど
も
手
が
け
て
い
る
。

 

1
9
9
5
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の

1
0
0
周
年
を
記
念
し
て
、
当
時
の
展
覧
会
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
ジ
ャ
ン
・
ク
レ
ー
ル
は
、
こ
の
歴
史
的
イ
ベ
ン
ト

に
新
た
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
表
現
手
法
を
取
り
入
れ

る
べ
く
、
カ
プ
ッ
チ
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。﹁
多
様

な
創
造
形
態
の
間
に
、
も
は
や
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
存
在

し
な
い
﹂
と
ク
レ
ー
ル
は
宣
言
し
、﹁
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は

当
然
、
視
覚
芸
術
に
属
す
る
﹂
と
明
言
し
た
。
こ
れ
に

呼
応
し
て
、
カ
プ
ッ
チ
は
天
然
鉱
物
か
ら
着
想
を
得
た

12
点
の
布
の
彫
刻
を
制
作
︵
写
真
32
ペ
ー
ジ
下
︶。
彼

が
真
の
芸
術
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

 

1
9
9
0
年
代
以
来
、
カ
プ
ッ
チ
の
彫
刻
的
な
衣
装

は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ウ
ィ
ー
ン
の
美
術
史
美
術
館
か

ら
、
イ
タ
リ
ア
は
パ
ル
マ
の
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
劇
場
、
そ
し

て
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
に
至
る
ま

で
、
世
界
有
数
の
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、

カ
プ
ッ
チ
の
作
品
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ウ
ー
デ
ィ
ネ
に
あ
る

ロ
ベ
ル
ト
・
カ
プ
ッ
チ
財
団
で
甥
の
エ
ン
リ
コ
・
ミ
ニ
オ
に

よ
っ
て
保
存
さ
れ
、
時
代
と
流
行
を
超
え
た
比
類
な

き
創
造
物
と
し
て
今
も
な
お
輝
き
続
け
て
い
る
。 

オ
ー
ナ
ー
・
エ
リ
ア
﹁
マ
ガ
ジ
ン
・
エ
キ
ス
ト
ラ
﹂
に
て
、
こ 

の
記
事
の
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
Q

 
R 

コ
ー
ド
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。patek.com

/ow
ners


